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成
東
地
区
　
　
　

岩
崎　
秀
夫

姫
島

岡
田　
忠
志

姫
島
自
治
会
区

伊
庭　
辰
雄

根
蔵

鈴
木　
照
秋

宮
前

窪
原　
　
司

昭
和

菊
池　
和
夫

辺
田
第
１

今
関　
秀
明

辺
田
第
２

月
岡　
美
子

愛
宕
台

中
野　
操
六

富
士
見
台

大
関　
文
男

上
町

田
代　
悦
夫

下
町
一
丁
目

萩
原
健
一
郎

下
町
二
丁
目

宮
野　
一
郎

下
町
三
丁
目

鈴
木　
芳
文

下
町
四
丁
目

池
谷　
　
勉

下
町
五
丁
目

土
屋　
　
勲

島

笠
川　
義
男

島
２

田
邉　
隆
男

殿
台

△
大
類　
英
之

ダ
イ
ア
パ
レ
ス
成
東

井
上　
　
朗

新
町

森
田　
勝
信

東
町
一

岩
澤　
洋
一

東
町
二

小
川　
千
洋

東
町
三

林　
　
慶
一

東
町
四

行
方　
正
一

津
辺

菊
池　
重
壽

市
場

大
迫　
　
章

親
田

藤
田　
庸
浩

川
崎

椎
名　
豊
重

和
田

岩
瀬　
邦
夫

和
田
東

渡
貫　
　
修

板
附

小
川　
一
通

湯
坂

荒
澤　
幸
雄

野
堀

金
親　
修
一

嶋
戸

石
井　
清
市

真
行
寺

仲
間　
憲
三

新
泉

内
山　
新
一

富
田
西

鈴
木　
幸
一

富
田
東

安
井　
宏
二

富
田
有
三

○
八
角　
克
典

寺
崎

早
尾　
辰
雄

早
船
南

大
橋　
　
実

早
船
北

平
澤　
好
和

柴
原

鎌
形　
　
博

原
横
地

武
藤　
　
繁

上
里

藤
田　
　
博

小
柳

長
谷
川
茂
敏

寺
田
川
崎

横
地　
　
博

下
横
地

鈴
木　
光
一

草
深

岩
井　
庸
泰

五
木
田
１

伊
藤　
　
豊

五
木
田
２

今
井　
利
昌

小
泉

鈴
木　
三
郎

富
口
十
区

鈴
木　
成
史

富
口
十
一
区

△
相
原　
茂
雄

富
田
幸
谷

齋
藤　
　
哲

白
幡

實
川　
雅
英

白
幡
住
宅
団
地

橋
本　
正
典

本
須
賀
岡

△
海
保　
幹
夫

本
須
賀
第
二
区

秋
葉　
幸
男

木
戸
岡

鈴
木　
義
巳

木
戸
浜

伊
藤　
恒
忠

小
松
岡

桜
田　
　
晋

道
面

平
濱　
　
豊

小
松
浜

伊
東　
正
典

北
之
里

河
野　
靖
浩

中
谷

△
野
口　
　
朗

中
谷
之
下

増
田　
　
博

宿
関

谷
上　
恒
久

宿
之
下
岡

五
木
田
三
雄

宿
之
下
浜

五
木
田
英
信

六
区

鈴
木　
　
進

関
之
下

土
屋　
文
夫

井
之
内
岡

今
関　
元
晴

六
軒
家
諏
訪
台

上
林　
　
薫

井
之
内
北
浜

佐
藤　
　
徹

井
之
内
南
浜

荒
井　
誠
喜

ヘ
ル
シ
ー
姫
島
自
治
会

古
家　
　
清

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
姫
島
自
治
会

山
中
美
穂
子

川
崎
後
田
団
地
自
治
会

常
澄　
幸
男

湯
坂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

荒
田　
次
雄

湯
坂
緑
の
会

小
山　
綾
子 

五
木
田
薊
野
自
治
会

嶋
田　
一
衛

い
ず
み
自
治
会

宮
内　
康
幸

寺
川
地
区
さ
ざ
ん
か
自
治
会

氏
家　
一
雄

井
之
内
み
の
り
自
治
会

岡
村　
　
功

井
之
内
新
緑
の
会

小
林　
　
繁

高
松
自
治
会

山
武
地
区
　
　

宮
内　
基
博

諸
木
内

森　
　
和
代

浅
間
台

小
川　
　
克

井
ノ
上

橋
本　
敏
夫

宿

堀
池　
克
義

坂
ノ
上

並
木　
美
和

白
玉

小
池　
君
子

洋
光
台

黒
相　
典
生

白
玉
東

斎
藤　
豊
明

東
寺
ケ
台

佐
藤　
和
弘

向
寺
ケ
台

栗
原　
文
雄

東
外
野

宮
本　
武
夫

南
外
野

桜
井　
啓
晴

中
外
野

小
椋　
幸
宏

西
外
野

漆
原　
龍
祐

横
割
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

長
嶋　
光
男

北
外
野

嵡　
　
博
文

北
上
戸
田

戸
田　
久
至

中
上
戸
田

𠮷
岡　
　
保

南
上
戸
田
1

吉
井　
秀
夫

南
上
戸
田
2

田
島　
公
正

北
戸
田
下

岩
澤
不
二
男

中
戸
田
下

戸
村　
寛
治

東
戸
田
下

高
柳　
隆
夫

南
麻
生

渡
邉　
　
優

本
麻
生

戸
村　
倫
明

北
麻
生

奈
良　
幸
保

中
津
田

戸
村　
雅
彦

板
川

平
岡　
香
苗

北
板
川

鈴
木　
章
浩

東
板
中

矢
島　
忠
勝

板
中

佐
久
間
政
男

西
板
中

小
関　
幸
雄

東
横
田

金
子　
勝
衛

西
横
田

横
尾　
政
義

横
田
緑
ヶ
丘

加
瀬　
　
薫

北
横
田

石
戸
谷
み
さ
子

横
田
台

佐
瀬　
春
子

平
沢

越
川　
　
博

実
門

岩
尾　
憲
侑

中
野
台

佐
藤　
秀
雄

東
沖
渡

岩
井
日
出
夫

西
沖
渡

見
澤　
安
夫

北
沖
渡

菅
原　
正
明

横
田
入

△
草
野　
好
造

美
杉
野

久
保
田
伸
夫

神
野

橋
本　
儀
一

大
口

糸
久　
元
紀

下
辺
田

室
井　
文
男

大
木
台

上
田　
照
巳

野
馬
木
戸

岡
安　
重
次

横
堀
台

吉
田　
　
栄

宮
田

才
野　
　
明

木
原
山

綿
貫　
幸
司

木
原
新
田

藤
井　
一
郎

蔵
持

北
原　
　
実

天
ケ
谷

宍
倉　
弘
康

中
台

丸
山　
英
也

合
名

山
本　
孝
一

古
宿

伊
藤　
一
男

さ
ぎ
山
台

林　
　
研
一

細
田

並
木　
保
明

松
崎

金
子　
康
雄

日
向
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

尾
髙　
秀
征

京
増
１

鎌
田　
睦
雄

京
増
２

長
島　
　
裕

岩
ノ
谷

◎
下
田
徳
次
郎

古
谷
１

大
𣘺　
秀
旭

古
谷
２

伊
藤　
文
博

西
大
椎
崎

醍
醐　
信
孝

東
大
椎
崎

𠮷
井　
幸
男

大
椎
崎

篠
原　
孝
之

弓
手

区長自治会長さんを紹介橋渡し役 （敬称略）

　市民課　☎0475（80）1271
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東
日
本
大
震
災
被
災
者　
　
　

支
援
制
度
申
請
期
限
の
延
長

市
で
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅

が
被
災
さ
れ
た
世
帯
を
対
象
に
次
の
３

つ
の
支
援
制
度
の
申
請
を
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。
広
報
さ
ん
む
３
月
号
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、「
被
災
者
生
活

再
建
支
援
制
度
」、「
山
武
市
津
波
被
災

住
宅
再
建
支
援
事
業
」
は
既
に
申
請
期

限
が
延
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

度
、「
山
武
市
液
状
化
等
被
害
住
宅
再

建
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
も
県
が
行
っ

て
い
る
支
援
制
度
の
申
請
期
限
延
長
に

伴
い
、
申
請
期
限
を
延
長
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

①
山
武
市
液
状
化
等
被
害
住
宅
再
建
支

援
事
業　

②
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

申
請
期
限　
平
成
28
年
４
月
10
日
㈰

　
消
防
防
災
課

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
１
６

③
山
武
市
津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業

※
住
宅
の
補
修
等
に
要
し
た
費
用
が
①

②
の
支
援
制
度
の
支
援
金
額
を
超
え

る
場
合
の
上
乗
せ
支
援
。
津
波
に
よ

る
被
災
住
宅
の
再
建
が
対
象
で
す
。

申
請
期
限　
平
成
28
年
３
月
31
日
㈭

　
都
市
整
備
課

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
９
２

布
留
川　
剛

宿

宇
井　
哲
也

宿
下

若
名　
重
信

宿
中

為
貝　
昌
市

宿
南

山
﨑　
　
進

菜
の
花

若
名　
繁
式

宿
上

布
留
川
文
夫

椎
崎
新
田

石
渡　
一
佳

観
音
谷

川
島　
勅
男

日
向
台

伊
東　
　
薫

矢
部

奈
良　
三
男

西
金
ケ
谷
１

阿
部　
育
夫

西
金
ケ
谷
２

八
木　
光
一

西
金
ケ
谷
３

村
田　
二
郎

日
向
学
園
台

土
屋　
真
一

中
金
ケ
谷

林　
　
　
健

東
金
ケ
谷

渡
辺　
博
明

南
金
ケ
谷

並
木　
　
繁

東
城
府

吉
井　
康
浩

西
城
府

須
川　
卓
己

森
台

清
水　
　
勇

山
支

並
木　
善
幸

西
本
郷

布
留
川　
均

東
本
郷

△
小
川　
　
茂

古
内

丸
林　
啓
子

湘
南
台
自
治
会

遠
山　
嘉
一

雨
坪

並
木　
泰
久

武
勝

石
田　
隆
一

下
布
田

猪
野　
勝
美

植
草

■
塚
本　
俊
昭

戸
田
バ
ー
ド
タ
ウ
ン
自
治
会

朝
見　
文
江

椎
崎
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
自
治
会

阿
部　
政
臣

火
野
口
台
自
治
会

行
木　
　
満

木
原
郷
美
ヶ
丘
自
治
会

○
繁
昌　
　
勝

車
久
保
自
治
会

佐
野　
久
彌

木
原
蔵
持
台
自
治
会

勝
又　
敏
雄

サ
ン
ラ
イ
ズ
古
屋
松
自
治
会

髙
橋　
照
美

細
田
錠
場
後
自
治
会

中
山　
忠
司

横
田
墨
塚
自
治
会

宮
前　
乙
吉

城
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第
一
自
治
会

田
代　
博
昭

谷
之
台
自
治
会

金
ヶ
崎
正
三

あ
お
ば
台
団
地
自
治
会

佐
野　
隆
雄

美
杉
野
四
丁
目
自
治
会

根
岸　
博
一

美
杉
野
２
丁
目
自
治
会

蓮
沼
地
区
　
　

菱
木　
和
雄

上
谷

□
樋
口　
義
幸

殿
台

秋
葉　
正
弘

川
面

石
橋　
　
守

十
二
区

鈴
木　
貴
広

上
川
下

宇
井　
一
成

東
川
下

△
土
屋　
和
久

南
川
下

古
川　
武
彦

東
殿
下

石
橋　
久
夫

西
殿
下

小
川　
　
栄

南
殿
下

相
川　
郁
夫

北
殿
下

△
鈴
木　
只
直

中
殿
下

鈴
木　
義
輝

中
下

椎
名　
忠
夫

中
根

小
川　
忠
夫

西
岡

△
小
川　
　
肇

西
浜

○
小
倉　
正
義

南
八
区

土
屋　
　
恒

南
九
区

小
川　
一
馬

南
浜
北

小
川　
敏
弘

南
浜
南

土
屋　
公
衛

南
浜
中

石
橋　
和
記

平

松
尾
地
区
　
　

石
井　
和
成

山
室

竹
内　
義
則

引
越

木
村　
吉
正

谷
津

△
金
子　
　
敏

古
和

□
地
布
久
新
司

金
尾

櫻
井　
幸
司

小
川

伊
藤　
晴
敬

上
大
蔵

加
藤
岡
英
雄

下
大
蔵

大
網　
秀
雄

遠
久
田

太
田　
晴
夫

蕪
木

向
後　
隆
夫

押
辺

小
梛　
英
久

新
堀

古
谷　
幸
雄

長
谷

押
尾　
克
己

第
四

古
谷　
修
一

琴
平

小
梛　
功
雄

八
重
田

佐
瀬　
　
保

生
子
宿

古
谷　
辰
夫

猿
尾

花
澤　
　
洋

五
反
田

金
剛　
秀
明

祝
田

浅
野　
勝
男

本
水
深

△
齊
藤　
徹
也

田
越

花
澤　
　
亨

大
堤

真
壁　
　
力

寿
町

△
羽
賀　
彦
和

松
尾

實
川
新
次
郎

市
営
住
宅

髙
知
尾　
昇

広
根

菱
木　
　
司

下
野

齊
藤　
　
茂

折
戸

渡
邉　
裕
勝

下
之
郷

小
坂　
博
光

借
毛
本
郷
六
区
新
田

今
関　
　
裕

借
毛
本
郷
六
区
大
日

秋
庭　
　
元

借
毛
本
郷
七
区

江
幡　
圭
一

借
毛
本
郷
八
区

江
幡　
克
己

六
軒
屋

○
浅
野　
智
子

高
富
東

山
来　
忠
夫

高
富
西

鈴
木　
弘
彦

本
柏
上

伊
東　
克
幸

本
柏
下

鈴
木　
義
明

木
刀

越
川　
貢
一

野
中

川
島　
泰
幸

下
武
射

小
川　
俊
之

中
里

平成27年度 地域と行政の
区長会連合会役員
　◎会長　　○副会長　　□監事　　■会計　　△理事
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市
商
工
会
で
は
、国
の「
地
方
創
生
」

交
付
金
を
活
用
し
て
、
１
万
３
０
０
０

円
分
の
商
品
券
を
１
万
円
で
、
３
万

２
０
０
０
セ
ッ
ト
発
行
し
ま
す
。

商
品
券
は
、
市
内
の
取
扱
加
盟
店
で
、

７
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
６
カ
月
間
使
用
で

き
ま
す
。
ま
た
、１
セ
ッ

ト
（
千
円
13
枚
）
は
、

全
取
扱
店
で
使
用
で
き
る

共
通
券
（
ピ
ン
ク
）
10
枚

と
中
小
店
で
の
み
使
用
で

き
る
専
用
券
（
ブ
ル
ー
）
３

枚
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

販
売
対
象　
市
民
と
市
内
在
勤
者

販
売
制
限　
１
人
５
セ
ッ
ト
ま
で
（
４

人
以
上
の
世
帯
の
場
合
は
、
世
帯

の
上
限
20
セ
ッ
ト
）

<

予
約
販
売>

　
上
限
２
万
セ
ッ
ト

　
購
入
を
希
望
す
る
市
民
（
世
帯
）
向

け
に
販
売
（
往
復
ハ
ガ
キ
で
応
募
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、

返
信
ハ
ガ
キ
で
通
知
）

引
換
期
間　
６
月
27
日
㈯
～
29
日
㈪ 

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
指
定

日
時
間
内
で
受
け
取
り
が
な
い
場

合
は
無
効
）

引
換
場
所　
市
商
工
会
（
松
尾
町
松

尾
１
８
３‒

４
）・
市
役
所
・
あ

ら
ら
ぎ
館
・
道
の
駅
オ
ラ
イ
は
す

ぬ
ま
の
４
カ
所

※
当
選
ハ
ガ
キ
を
必
ず
持
参
く
だ
さ

い
。

<

一
般
販
売>

　
予
約
販
売
で
購
入
の

な
か
っ
た
市
民
（
世
帯
）
と
市
内
在

勤
者
を
対
象
に
１
万
２
０
０
０
セ
ッ

ト
を
販
売

販
売
期
間　
７
月
１
日
㈬
～
５
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
4
時
（
売
り
切

れ
次
第
終
了
）

留
意
事
項　
販
売
対
象
と
な
る
市
民
の

世
帯
へ
は
、
５
月
１
日
現
在
の
世
帯

主
宛
て
に
購
入
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
郵

送
し
ま
す
。
一
般
販
売
の
際
は
購
入

案
内
ハ
ガ
キ
を
持
参
頂
く
と
、
販
売

時
に
お
願
い
す
る
購
入
申
込
書
へ
の

記
入
（
住
所
・
氏
名
等
の
記
載
）
を

省
略
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
山
武
市
や
市
商
工
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
他
、

６
月
１
日
頃
の
新
聞
折
り
込
み
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
山
武
市
商
工
会　

☎
０
４
７
９（
８
６
）５
１
４
７

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
（
受
給

者
）
は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

届
は
、
毎
年
６
月
１
日
時
点
の
状
況
を

記
載
し
、
児
童
手
当
等
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

受
給
者
に
は
届

出
用
紙
を
お
送
り

し
ま
し
た
の
で
、

６
月
30
日
㈫
ま
で

に
必
要
書
類
を
添

え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
に
必
要
な
も
の

•

受
給
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

写
し

•

印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
等
自
動
印
不
可
）

•

そ
の
他
必
要
書
類
は
下
記
の
表
参
照

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
６

月
分
以
降
の
手
当
を
受
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
他
に
も
、
状
況
に
応
じ
て
提
出

す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

提
出
窓
口　
子
育
て
支
援
課
・
各
出
張

所
　
子
育
て
支
援
課

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
１

山
武
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

平成27年1
月1日に山
武市に住所
がなかった
場合

平成27年度所得証明書（児
童手当用）
※平成27年1月1日に住民

登録していた市区町村か
ら取り寄せてください。

受給者と児
童の住所が
別の場合

別居監護申立書
※児童が市外に住んでいる

場合、その児童の世帯全
員の住民票（本籍・続柄記
載のもの）

受給者が児
童の父母以
外の場合

監護・生計維持申立書

見本

「(仮称)松尾交流館」 
の愛称を募集します
　市では、松尾庁舎跡地に整備
を進めている「（仮称）松尾交
流館」の愛称を募集します。
募集期間　６月１日㈪～30日㈫

　　　　　　　　　　 ※必着
応募資格　山武市内に居住、ま

たは通勤・通学している方
応募方法　指定の「応募用紙」

に記入し応募いただくか、ま
たは以下の事項を明記のう
え、郵送、ＦＡＸ、電子メー
ルなどでお送りください。
①愛称（ふりがな）とその説

明・理由
②氏名（ふりがな）、年齢、

性別、職業
③連絡先（住所、電話番号）
　企画政策課

　☎ 0475(80)1131
　 0475(82)2107
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歯肉

プラーク

歯周ポケット

歯
しそうこつ

槽骨

　山武市が行っているさまざまな事業を市民の皆さんにもっと知っていただこうと、職員による「出前講
座」を全 37 講座開設しています。皆さんのより充実した生活のために、そしてより暮らしやすい山武市
をつくっていくために、皆さんと一緒にまちづくりを考えていく場としてご利用ください。
　詳細な講座のメニューは教育委員会生涯学習課の窓口にリーフレットが設置してあるほか、ホームペー
ジからダウンロードすることができます。

・ 　生涯学習課　☎ 0475（80）1451
　　　　 http://www.city.sammu.lg.jp/site/kyouikuiinkai/demaekouza.html

糖尿病を予防する
運動や食事って？

地域のみんなで大規模
災害の時に役立つ、自
主防災組織の作り方を
聞いてみよう。

ちょっと体を動かした
いならニュースポーツ
にチャレンジ！

他にも暮らしに役立つ講座が全部
で 37 講座。どんな講座があるか、
ぜひリーフレットを見てね。

歯を失う原因の多くが歯周病とむし歯です。特に歯周病は “ 人類史上最も感染者の多い感染症 ” とギ
ネスブックに掲載されているほど、多くの人が感染している病気です。重症化してしまうと完治が難
しいことが現状です。

市役所の仕事をわかりやすくお話します！

さんむまちづくり出前講座開講

6月4日～10日は口腔保健週間です！
おくりたい 未来の自分に きれいな歯

歯を支えている周りの組織に
起こる病気です。始めのうちは

痛み等の自覚症状がないことが特
徴です。そのままにしておくと歯がぐらぐ
らしてきたり、物がかめなくなったり、最
後には歯が抜け落ちてしまいます。

食べかすと細菌のかたまりであるプラー
クが原因です。
プラーク中の細菌が歯と歯肉のすき間（歯

周ポケッット）に入り込み歯周病の巣をつくります。
そして細菌がだす毒素によって歯肉が腫れたり骨（歯
槽骨）が溶かされてしまいます。

●ていねいな歯みがきで歯の汚れをしっか
り落としましょう。

●定期的に歯科医院に行き専門的なケアを受
けましょう。
※市では 18 歳以上の方を対象に、成人歯科健診を実
施しています。この機会にぜひ受けてみてはいかがで
しょうか。詳しい日程等は山武市保健事業案内または
広報さんむ７・８月号をご覧ください。 

　健康支援課　☎ 0475（80）1172

歯周病とは 原　因

予防方法


